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都市景観としての地形 

～地形で見る東京：その魅力と謎～ 
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２．東京の坂道
▪歴史の中の坂道
　・東京には多くの坂があるが、江戸時代前半には「名前」が付いた坂は
　　さほど多くなかったとされる（横関）
　・江戸後期になると、都市として拡大・発展した一方で、町人地以外は
　　「町名」がつけられてなかったため、目印となる「坂」に名前が付く
　　ようになった（同）
　・また、頻発した大火の焼け跡でも「坂」がランドマークとなった
　・さらに、安藤広重らの著名な浮世絵師が、江戸の風景として「坂」を
　　描いたことで、 "有名な坂" という存在が生まれた 





















▪東京の坂の数は？
　・認知される坂の数は戦前では多くても200程度であったが、戦後激増
　・つまり、実は第二次大戦後に "命名" された坂が多い
　・また近隣だけの俗称であったものを、道路管理の必要上行政が "確定" 

　　した例も
　・さらに、地域の文化活動での旧称の掘り起こし、商業目的での新たな
　　命名も加わった
　・商業目的での命名では、渋谷パルコの依頼で近隣の店主が名付けた
　　「スペイン坂」が良く知られる













３．坂道の魅力とは
▪いつ頃から「坂」への関心が・・
　・実は、「坂・坂道」への関心が広がったのは1970年前後から
　・横関英一による「江戸の坂 東京の坂」の出版が一つの契機となった
　・この頃から区役所や町内会・自治会による「坂標識」の設置が盛んに
　・1976年の「歌会始」で御題が "坂" に
　・タモリの活動も





▪日本人は坂が好き？
　・欧米の都市では「通りの名」が主で、「坂」区間だけ命名は少ない
　・一方日本では、「通り」は無名「坂」区間だけ命名という例が多い
　・「坂」というのが、何か日本人の心に響く要素をもつのかも





▪坂道に関する研究は
　・これまでの "研究成果" の多くは在野の人々によるもの
　・その中で、学問的評価に耐えるのは横関らごく一部
　・地理学分野では「坂」に関する研究は意外に少ない
　・近年目立つのが建築・都市計画・土木系での調査研究
　・松本直司（名古屋工業大学）らの「坂道における期待感」研究
　・吉田秀樹（八千代エンジニアリング）「海と船が見える坂道」研究
　・對梨成一「坂道の傾斜知覚の研究」は心理学と工学の接点

　　 



４．早稲田周辺の地形と坂道
▪早稲田周辺の地形
　・早稲田大学（本部）は、神田川の右岸、台地斜面上に位置する
　・神田川はこの区間で見事な「非対称谷」を形成している
　・よって、大学付近の地形は緩傾斜だが、神田川左岸では急崖となる
　・神田川沿いの新目白通りと台地上の目白通りを結ぶのは全て坂道









▪大学周辺の坂道
　・大学の近隣では
　　馬場下交差点からセンターに上がって来る「八幡坂」
　　「八幡坂」の頂上から都電早稲田付近に下る「グランド坂」
　　馬場下の地下鉄早稲田駅から喜久井町に上る「夏目坂」
　　これらはいずれも比較的緩やか、車両両側通行可能な坂道





▪神田川左岸（目白台）の坂道
　・一方、神田川左岸側の目白台に上る坂道はいずれも急坂
　　９本の坂道で、階段が２、車両通行不可が２、一方通行が２
　　一応両側通行できるのは３だが、すれ違い可能なのは２のみ
　・ここには極めて個性的な坂道が多いので詳しく紹介する
　　








































